20171231レムナント教会1部
幸いな人（ヨハネ20:29-31）
2017年、最後の日を迎えました。1年間いろいろなことがありましたが、最後の日にクリスチャンとして自分自身にまじめに素直に問いかける必要があると思います。自分は、本当に幸せなのか、なにが幸せで、どういう人間が幸いな人間なのか。この問いかけに対して、クリスチャンとしてのしっかりとした答えをもって新しい年を迎えたいと思います。
幼い頃、父親が母親に暴力をふるうことを日々、見ながら育ってきた人もいます。あるいは何人かの兄弟の中で、親はそういうつもりはなかったかもしれませんが、本人は他の兄弟と違う扱いをされているという思いで成長していく場合もあります。そうすると、それをどこかで補おうという反動的な反応につながるようになります。ときには、もう覚えていたくもないし、全部消してしまいたい、人には絶対言えないような人間以下の扱いをされてしまった経験をもって育って大きくなっていく人もいるのです。人間以下の扱いというのもいろいろあるでしょうけれど、とにかく口にするのも難しいくらいのことでしょう。そのようないろいろな経験によって、自分の意図とは関係なく、自然に無意識の中で、また、潜在意識の中で、自分は不幸な存在だと刻み込まれるようになります。特に、幼いときなので、論理的に整理したりということがないかもしれません。だから、潜在意識の中にそれが染み込んで、どんなに包装しても根源の方にはそういうものがあるので、それによって結局、その人の人格、性格、価値観などが影響を受けて決められていくようになるものなのです。そうなると、先ほども申し上げましたように、その反動の方に向かって幸せを求めるようになります。家庭内暴力などを見ながら育ってきた者は、暖かいアットホーム、人情味あふれる家庭を目指して、それを求めて、そこに幸せがあるとなるしかありません。また、だれかと比べられて無視されているような意識がある人は、どうにかして自分を優秀な者に、あるいは完璧な者に、きれいな者にと着飾るしかありません。そこに幸せを求め、あるいは、どんなことをしても人から認められることによって、人に好かれることによって幸せを感じ取る方向に行くしかありません。でも、本当にそれが幸せなのでしょうか。ものすごく貧困で辛い経験をしたものは、自然に無意識の中でそれが染み込まれることによって、経済的に裕福になることをとおして幸せを見ようとするようになります。別にそれが悪いとは言いませんが、問題なのは、神様の預言によってクリスチャンになっているのにもかかわらず、その心のいちばん底のほうには、そういった経験によって無意識の中に刻み込まれているものがそのまま残っていて、メッセージを聞き、福音を聞いているのにもかかわらず、その人が求める幸せというものは別のものになるのです。そうすると、残念ながら、いのちが与えられているのに、そのいのちが成長していかないのです。教会の経歴は伸びていくし、メッセージの量もたくさん増えていくようになりますが、実際、霊的に成長することはなかなか見ることができません。非情に残念ではないでしょうか。
ですから、2017年最後の日に、なにが幸せなのか。自分は本当になにが幸せだと思っているのか。自分がいま幸せだと思いきり言えないのであれば、なにが理由で言えないのか。また、自分が幸せだという人は、なにを根拠にして幸せだと言えるのかということを正しく吟味しなければいけないと思います。イエス様が、よみがえられました。弟子たちの前に現れて、平和があなたがたにあるように。それで本当に大事なことをおっしゃいました。その場に、たぶんトマスという弟子がいなかったようです。それで、その次に弟子たちが集まっている部屋にイエス様が現れました。その前に、弟子たちがトマスに向かって「私たちはイエス様を見たんだよ。イエス様は復活したのだよ」とお話をしたら、トマスが「とんでもない話だ。本当にイエス様を目に前にして脇腹を見て、手首などに打たれた釘のあとを私がしっかり触って確認することがあれば信じられるだろう」と言いました。だから、信じられないというお話しだったのです。そこにイエス様が現れて、「しっかり触りなさい。見なさい。それで信じる者になりなさい」とおっしゃったときに、「ごめんなさい。イエス様は本当にキリストです」と告白しました。そのときにイエス様がおっしゃいました。「あなたは、わたしを見たから信じると言っているのか。見ずに信じるものは幸いな者なのだよ」と。

見ずに信じるというのは、どういうことなのでしょうか。イエス様は、いまは肉体的に肉眼で見ることができない状態です。つまり、見ずに信じる者は幸いですというのは、いまの私たちのことを指して言っていることなのです。イエス様は、明確にいまの私たちに向かって、トマスよりあなたがたは幸いな者なのだよとおっしゃっているのに、私たちはそのような意識があまりありません。ですから、年の最後の日に改めてその部分を確認し、本当に願わくば、礼拝のプログラムの中で「私は幸いです。あなたも幸いです」と言わなくてもいいような状態に持っていきたいなと思います。イエス様は、私たち、世の中がこれが幸せだろう、これが幸いな人であろうと思っていることとはまったく違う、神様のみことばによって、イエスがキリストだということを信じる者が幸いですとおっしゃっています。たとえ、どんな扱いをされていようとも、いまの環境、状況がどうなのかなどとは全く関係なく、特にイエス様を肉眼で見たのかどうかも越えての告白です。「見ずに」というのはこういう意味です。肉眼で見ることなく、伝えられる神のみことばを聞いてということなのです。聖書を読んだのか、トラクトを読んだのか、あるいは、伝道者を通して、この聖書のお話を聞いたのか、あるいは教会に来て、礼拝の中でこの聖書のお話を聞いたのか、どんなきっかけ、どんな方法だったのかは分かりませんが、この神のみことばを聞いて、イエスがキリストだということを信じることができた者、その人が幸いな人なのです。勘違いしないでください。なぜかと言いますと、ご存知のように、神様はこのすべての宇宙、世界を造られた創造主であり、そのときに人間は特別な神のかたちとして造られました。それで魚を水の中を泳いで生きていけるように、木は土に根を下ろしてこそ命を持って生きていけるように、それぞれ生きるために場所というものが定まっていました。それが創造の原理というものです。その中で人間は他の被造物とは違う霊的な存在なのです。それがどのように分かるかと言いますと、内臓や機能などが動物に似ているからと動物扱いする世の中ですが、それはとんでもないのです。そのようなかたちに造られて、いちばん最後に鼻に息を吹き込みました。これが絶対的な違いです。神の霊が宿るものになりました。普通の被造物ではありません。ですから、人間は、霊であられる創造主の神様とともにおられることによって、ともにいることによって幸せであり、生きていけるようになっていたわけです。これが原理です。私たちは生まれたときから、これが全部壊れたままの状態で生まれたので、これがまったくわかっていないし、救われたとしても、これを聞いたときには不思議に聞こえるかもしれません。これが普通です。元々、そのような存在でした。人間の幸せというものは、神がともにおられるということです。なにをどうするか、どうなるかの以前に、神様がともに、一緒にいらっしゃるということが幸せです。神様がともにいらっしゃるがゆえに、この世が与えることとは違う、まことの安息、安らぎがそこに与えられるし、生めよ、増えよ、地を満たせよと言われ、それが全うできるすべて万物を治めることができる力、能力がそこにあるわけです。
そして、生きること自体が苦ではなくて、食べるために、生計を立てるために生きる者ではなく、仕事もそういうものではなくて、本当に生き甲斐を感じて、喜んで生きることができるのが、神がともにいらっしゃるから、その中にあるわけです。これが全部壊れると、仕事をするのも食べていくためになります。でも、私たちは、生まれたときから食べていくために仕事をすると最初から決まっているので、そういうものだと思っているでしょうけれど、まったく違います。人間は、苦労して食べるような存在ではありませんでした。神がともにおられること自体が幸せであり、それが幸運であり、その中に安らぎがあり、力があり、征服があり、生き甲斐があり、すべての価値がその中にあったわけです。この幸せが丸ごと全部壊れてしまいました。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。罪を犯すことによって、神を離れて二度と神様に会うことができなくなり、神様がともにいらっしゃらない存在、生まれたときからそのような存在として生まれることになりました。これが幸せが壊れたということなのです。そのときから人間は、仕方がなく本能的に偽物の幸せを幸せだと思って追い求めて、そして、勘違いするようになるしかありません。自分さえうまくいけば幸せ。何も問題なく順調に進んで行けば幸せ。経済的に裕福になり、お金に困ることがなければ、自分のやりたいこと、買いたいものを全部買えるようになるところに幸せがあると思っています。他の人より上に立って成功を収めれば幸せがあると、そういうところに幸せがあるかのように勘違いして求めていくようになりました。
いつからなのでしょうか。本物の幸せを失い、それが全部壊れてからそのような現象が生まれました。ただ私たちは生まれたときからそのような状態だったので、それが当たり前だと思っているでしょうけれども、それは偽物の幸せです。ガラスのような幸せなのです。本物の幸せではありません。そして、それを裏で操る悪魔、サタンというものがいるので、その偽物の幸せのために偽物の神を拝むようになります。偶像を作って拝んだり、宗教を作ってなにかをお願いしたり、占い、霊媒師、お札、お守りなどに頼るしかありません。偽物の神に向かって。なぜなのでしょうか。本物の幸せを全部奪われて失ってしまった結果なのです。よく覚えていてください。今まで私たちが当たり前だと思っていたそれが良いか悪いか、嫌なのか好きなのか関係なく、それは全部偽物だったのです。偽りの幸せだったのです。たぶん、ここにいらっしゃる方々は、それが偽りだということを経験していらっしゃる方がほとんどだとは思います。

ですから、まことの幸せ、本当に幸いな者というのは、それは神様が願われることですが、それはキリストと出会う人なのです。なぜかと言いますと、キリストだけが離れてしまい二度と会うことができなかったまことの神様と出会うことができる唯一の道なのです。神様と一緒にならない限りは、幸せというものはありません。だから、幸いな人間は、宝くじに当たる人ではなく、キリストと出会う人なのです。キリストの他には、神様との間を邪魔していた、罪の問題を解決することができる方はいらっしゃらないわけですから。そして、その罪を口実に人間をとらえ支配し、そこから逃げられない悪魔、サタンの頭を踏み砕いて、完全に勝利できたというのはキリストの他にはありません。このことによって神様とまた一緒になり、本物の幸せを取り戻すことができるわけです。だから、その唯一の道がキリストなので、キリストと出会うことを幸いと言います。ある人が言いました。幸せと幸いとは少しニュアンスが違うと。幸せは神様と一緒になることであって、その唯一の道がキリストなので、キリストと出会うことが幸いなのです。優しい旦那さんと出会うことが幸いではなくて、キリストと出会うことが幸いなのです。そして、そのキリストが実際に世に来られて、十字架にかけられすべてを完了して、また死の力を打ち破ってよみがえられて勝利なさいましたイエス様です。だから、幸いな人はキリストと出会う人なのですが、イエス様がそのキリストだということが分かって、それを信じる信仰を持つ人が幸いな人なのです。たとえどんな過去があろうが、今現在どんなに死の影の谷のような辛いトンネルを通っている人間であっても、それと関係なく、イエス様がキリストだということを聞いて、神秘的な何かを見たり、夢の中でイエス様を見たからではなくて、そのイエス様がキリストだというお話を聞いて、それが心から信じられるものは幸いな人間です。
それでイエス様がおっしゃいました。心の貧しい者は幸いです。天の御国がその人の者だからです。心の貧しい者というのは、イエス様のお話を聞いて、イエス様がキリストだということを信じるとなのです。天の御国は何でしょうか。神様がその人とともにおられるということです。それが幸いな者です。つまり、イエス様がキリストだということを、奇跡を見たこともないのに、みことばを聞いてそれが信じられ、心から信じて受け入れるようになったというのは、奇跡の中の最高の奇跡です。その人はこれから迷わないでください。幸いな人です。なぜかというと、イエスをみことばを聞いてキリストとして信じる者は誰一人例外なく、いのちの祝福が与えられるからです。それが神様の願いです。人間、人類に対して、神様の願いは、世界平和や環境保全などではなくて、改めて申し上げます。聖霊の感動によってみことばを聞いて、肉眼で見ずに、イエスがキリストだということを信じることが神の願いです。なぜかと言いますと、その人は幸いな人であり、それ以外にいのちが得られる道がないからです。どんな人間であろうが、今現在どんな弱さ、問題を抱えていようが関係なく、みことばを聞いて、イエスがキリストだと信じている者は、いのちを所有しています。いのちの主人公なのです。
いのちがあるとはどういうことなのでしょうか。それはいのちが得られる以前は、人間の外見や能力と全く関係なく全員が死と罪の原理に捕らわれて奴隷の状態なのです。不幸の泥沼に溺れていて一歩も出られません。身動きをすればするほどどんどん溺れていくだけです。死と罪の原理です。右に転んでも左に転んでもすべてが滅びの他には何もありません。そういう法則に捕らわれています。そこからいのちが得られたというのは、そこから解放されたということです。その不幸の泥沼に捕らわれているので、先ほども申し上げましたように、幸せが何かも知らずに、偽物の幸せを求めて、偽物の神を拝んでいた、つまり、世の流れに流されていたところから解放され自由になったということです。そのままであれば死んで永遠に滅びるしかありません。さばかれて残念ながら地獄に行く運命なのです。だれもこれに抵抗できません。イエスがキリストだと信じている者は、いのちが与えられたというのは、ここから完全に解放され、もう二度と死と罪の原理に戻ることなどありません。だから、幸いな人です。

それに終わらないで、イエスがキリストだとみことばを聞いて信じている者は、いのちがあるというのは、信じたその瞬間、解放されるだけではありません。その人の内側に、聖霊が入って来られることによって内住されるようになります。人間が神様に会いに行くのではなくて、神様が、イエス・キリストを信じる信仰を通して、私たちの中に入って来られます。まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、さばきに会うことなく、死からいのちに移っているのです。信じてください。どのようにでしょうか。あなたがたは、聖霊が宿る神の神殿であることが分かっていないのか。これがいのちです。聖霊が内住していらっしゃいます。もう永遠に離れることなく、内側にいらっしゃるので、ピリピ1：6にあるように、キリストの中ですばらしいわざを始められた方が、キリストの日までそれを全うされます。それがいのちと言うものなのです。その結果、エペソ1：23に書いてあるように、万軍の主、よみがえられたイエス様、すべての万物意を満たす方、そのイエスによって満たされるとあります。そのイエス様を頭にして、そのからだなる教会だ。これがいのちを得られたということです。もちろんいつ死んでもピリピ3：20、天の御国の国籍を持っているので、天国に迎えられるように保証されています。聖霊が内住しています。新しく生まれました。これがいのちです。
だれがなのでしょうか。経済的に豊かになっている者。周りから認められて評価される人間ではなくて、親に愛情たっぷり受けて育った人間ではなく、みことばを聞いてイエスがキリストだと信じている者に、このいのちが与えられるのです。だから、その人は幸いな者なのです。無意識、潜在意識の中に、たぶん、そうだったのだなと思う人はまだましです。本当に暗やみの力にやられている場合は、そうなのにそこに目が届かないのです。神の恵みによって、みことばに耳を傾けることによって、「ああそうだったのだね」と自分自身を素直に向き合うようになるのですが、悪魔はそれを邪魔するのです。不幸な過去があったでしょう。だから、不幸な存在だと本能的に思っているでしょう。そこを取り換えないといけません。そのような不幸なことがあったから不幸なのではありません。そうすると、そういうことがなくて順調に育ったものは幸せな人間でしょうか。違います。神がともにおられることが幸せです。キリストの他には道がありません。イエスがキリストです。特に、見ずに、皆さんのようにお話を聞いてイエスがキリストだと信じることができたのであれば、今まで不幸だ、幸せだ、ああだ、こうだと思っていたすべてを全部投げ捨てて、二度とそれを拾うことができないように全部燃やして投げ捨てて、イエス様の十字架とともにお墓の中に葬って、私は幸いな者なのだ、私はすべての死と罪の原理から自由なのだ。もう二度と滅びることなどありません。私は神様が内側に内住していらっしゃいます。だから、キリストがかしらであって、そのからだであって、キリスト・イエスのすべてが私を通して現れるようになっている不思議でしょうがない存在なのです。それがいのちです。そういう存在なので、伝道証人という天命を私たちにおっしゃるわけです。それは負担でも使役でもなんでもありません。当たり前の祝福なのです。キムチを持っていればキムチの匂いがする。いのちを持っていると、イエスがかしらであり、私たちはからだなのです。青少年修練会でも言いましたが、例えば、田中さんの頭の部分は田中さんで、体は別人でしょうか。一緒です。頭はイエス様なのです。体が私たちなのです。だから、悪霊が見ると、イエスに見えるのです。一緒なのです。だからといって、イエス様ではありませんよ。でも、それがいのちというものなのです。皆さんの外見、能力と全く関係ありません。そして、これは奪われることのない、変わることもない、色あせることもないので、てっぺんなのです。イエスの祝福です。イエスがキリストだと信じている者は、いのちを所有しているがゆえに、当たり前にその内住している聖霊様に満たされることによって、当たり前に証人となれるものなのです。だから、幸いなのです。努力して証人となるわけではなく、聖霊充満によってです。聖霊がいらっしゃるから。エルサレムを始め、皆さんがいるところから、ユダヤ、サマリヤ、全土、地の果てにまで、世界福音化に至るまで証人となれるのです。だれがなのでしょうか。見ずにイエスがキリストだと信じている皆さんが、しかも、証人になりなさいではなく、証人となるとおっしゃっているので、それを約束として握って聖霊充満だけにこだわればよいのです。それなのに、過去のなにかにこだわるものがあまりにも違って多いのです。私たちのこだわりは、イエスがキリストだと信じて幸いな者、いのちを得ている者、また、死と罪の原理から解放されているので一つだけです。聖霊充満だけにこだわってください。

どうすればよいのでしょうか。先ほども申し上げましたように、今の話をしっかり覚えていて、自分は幸せな者、幸いな存在だ。しかもそれが絶対的幸せだ。だれも触れることができない、邪魔できない絶対的幸せの中に入って、自分の意見や感情などはあとにして、みことばに集中するようになります。みことばを自分の言葉で整理することによって、そこから余裕ができるようになり、それだけで聖霊充満になります。やってみてください。皆さん、できるようになっています。それから、その結果が、自分のまわり、関わっている人々に、福音が必要な魂がいるわけですから、それにこだわっていく、この3つさえあれば、聖霊充満になります。なぜそれができるのかというと、内住していらっしゃるから、いのちを持っているからなれるのです。だから、皆さんは、聖霊充満だけにこだわって結構だし、聖霊充満になれるようになっているので幸いなのです。植民地だろうが何も問題になりません。障害があるのかないのか、何も問題になりません。すべてを超えられる聖霊充満の主人公なので幸いなのです。だれがなのでしょうか。みことばを聞いて、見ずにイエス様をキリストだと信じる信仰告白ができている者です。成績が悪くても構いません。
年の最後に改めて自分自身に問いかけて確認してみてください。自分は、イエスがキリストだと信じているのか。それさえあれば、他のすべての理由を全部下して、絶対的幸せを告白しましょう。だから、無条件、幸せなのです。無条件、幸せの中に入らなければなりません。絶対幸せ、絶対的幸福、それを告白して、つかんでください。告白だけではなくて、幸せの中で自分自身を溺れさせないといけません。それでわざと時間をとるのです。なぜ時間をとるのかというと、それによって24時間その状態を維持するためです。たとえ何か問題があっても、まず絶対的幸せを確認し、その問題は触れられない幸せですから、そのてっぺんに立って、心と思いとたましいをそこに溺れさせることです。ひたっていくと言いたいのですが、ひたると調べたらあまり辞書に出なくて合っているかどうかわからず使えませんでした。幸せにひたっていくということで合っているでしょう。たぶん、アプリがあまり良くなかったでしょう。問題をどうにかしよう、自分を良い人間に変えようとせずに、そこに溺れてください。自分が幸せな者だと確実にいつも毎回確認して感じてください。そのことによって、自分の残りの生涯、人生が幸せな人生だと見ないといけません。その中で、今日一日が幸せな一日なのです。そのようにスタートしましょう。残りの生涯、今日一日は、すでにあるこの幸せ、てっぺんの絶対的幸せを味わい、それを分かち合うために許されている一日、生涯なので、それは言うまでもなく幸せな者なのです。
2017年最後、いろいろなことがあり、今現在もいろいろなことを抱えていらっしゃるでしょうけれども、それに捕らわれないで、みことばによって自分は信仰によって揺れることのない、奪われることのない幸せな者、幸いな者だということを改めて確認し、主に感謝をささげるときにしていただきたいと願います。
（祈り）
愛する天の父なる神様。2017年、神様がいつも通り私たちを導いてくださり、特にみことばによって私たちを整えてここまで導いてくださったことを感謝します。本当に天命をそれぞれが発見して、2018年はその天命を十分に全うできる自分発見の年になるように主が私たちをこれからも導いてくださることを信じて感謝します。そのために年の最後に本当に自分は幸せで幸いな人間であり、自分の残りの人生が幸いな者だということを確認して、感謝とともに締めくくることができるように主が恵みを与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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